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新型コロナウイルスによるパンデミックの状況下において、 

調査対象国の中で唯一日本のみが政府・企業に対する信頼度が低下 
 

～他の調査対象国が信頼度の記録的な上昇を見せる中、日本は世界の流れに逆行～ 

 
エデルマン・ジャパン株式会社（東京都港区、代表取締役：ロス・ローブリー） は本日、世界 11カ国、約

13,200 人を対象に実施した信頼度調査「2020 エデルマン・トラストバロメーター 中間レポート（５月版）：信頼

と COVID-19パンデミック」（2020 Edelman Trust Barometer Spring Update: Trust and the COVID-19 

Pandemic） の日本の調査結果を発表しました。調査は2020年4月15日から4月23日にかけて実施されまし

た。 

 

本調査結果によると、2020年1月（日本では2月）に発表した「2020 エデルマン・トラストバロメーター」

の調査結果と比較して、調査対象国の中で唯一日本だけが、政府と企業に対する信頼度がともに低下し

ていることが明らかになりました。新型コロナウイルスによるパンデミックの中、他の調査対象国は信頼度

の記録的な上昇を見せており、日本はこの傾向に逆行しています。 

 

信頼度指標「トラスト・インデックス」（国民の自国の政府、企業、メディア、NGO/NPO に対する信頼度

の平均値）は、11カ国平均で6ポイント上昇した一方（61）、日本においては2ポイント低下し（40）、信頼度

が低下した唯一の国となりました。 
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◆政府に対する信頼が世界で唯一低下した日本。中央政府よりも地方自治体への信頼が高い傾向に 

 

政府に対する信頼度は、11カ国平均で11ポイント上昇し（65%）、調査史上初めて最も信頼される組織

となりました。調査対象11カ国の中で二桁台の上昇を見せたのは、イギリス（24ポイント）、カナダ（20ポイ

ント）、ドイツ（19ポイント）、韓国（16ポイント）、フランス（13ポイント）、メキシコ（12ポイント）の6カ国でした。

これとは対照的に、日本では政府に対する信頼度が5ポイント低下し、38%となりました。 

 
 

こうした信頼の欠如にも関わらず、日本においても他の調査対象国同様、パンデミックの課題に取り組

む上で最も期待されているのは政府です。次の各課題に取り組む上で、政府が主導的役割を果たすこと

を期待していると答えた日本人回答者は、「パンデミックを封じ込める」が73%、「人々を助ける」が75%、

「国民に知らせる」が71%、「経済的救済や支援を提供する」が86%、「国を正常に戻す」が82%でした。 

 

興味深いことに、自国の政府に対する信頼

度が低い国では、地方の政府がそのギャップを

埋めています。日本では、中央政府に対する

信頼度が35%であるのに対し、地方自治体に

対する信頼度は50%で、中央政府よりも地方自

治体のほうが信頼されていることが明らかになり

ました。この差が最も大きかったのは、アメリカ

の20ポイントで、続いて日本の15ポイント、フラ

ンスの11ポイントでした。また、日本では新型コ

ロナウイルスに関する情報発信においても、首

相（35%）よりも地方自治体のリーダー（52%）

のほうが信頼されていることが明らかになりまし

た。 

 

日本の回答者の82%が、パンデミック関連の移動制限は合理的かつ適切な措置であると思っており、

これは調査対象11カ国の中で2番目に高い数値でした。一方、ウイルスの蔓延を防ぐために個人の健康

情報や位置情報を政府に提供することには消極的で、これに賛成すると回答した日本人は44%で、調査

対象国の中で最も低い数値となりました。 
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エデルマン・ジャパンの代表取締役社長、ロス・ローブリーは次のように述べています。「日本は人口規

模に比べて新型コロナウイルスの感染者数と死亡者数が相対的に少ないですが、国のリーダーたちはこの

点について何の評価も得ていないように思います。それとは対照的に、地方自治体のリーダーがより信頼を

得ているのは興味深いことです。彼らのほうが、人々の日常生活にプラスの影響を与える意思決定を行うこと

ができるからだと考えます。」 

 

◆経済再生よりも国民の健康と安全が求められている 

 

新型コロナウイルス対策の規制緩和に議論が移行する中、本調査結果によると、日本人は慎重なアプロー

チを望んでいることが明らかになりました。政府の最優先事項は、たとえ経済が大きな打撃を受けその回復に

長い時間がかかるとしても、できる限り多くの国民の命を守ることであると回答した日本人は76%に上り、調査

対象国の中で最も高い数値となりました。一方で、現在の状況は、国民をウイルスから守ることに全力で取り

組むことよりも、雇用を維持し経済を再建することの方が重要になりつつあると答えた日本人は24%でした。 

 

◆ビジネスリーダーには積極的な行動が求められている 

 

エデルマンが調査した4つの組織や機関の中で、日本では企業に対する信頼度は最も高いものの、 

前回の調査から3ポイント低下し46%となりました。各産業に対する信頼度も、現在企業が直面する課題

を反映してか、全ての業界において低下しました。 

 

日本の回答者の60%が、CEO は政府から制約や要求が課されるまで待つことなく、パンデミックへの

対応策を発動すべきであると考えている一方で、CEO がパンデミックの危機に対する要求に見事に対応

できていると答えた人はわずか13%でした。興味深いことに、世界的企業のCEOが最優先すべきことは、

自分の権力とリソースを利用して、支社が所在する国の国民よりも本社所在国の国民を、優先的に援助

することであると答えた日本人回答者は3人に1人で、調査対象11カ国の中で最も低い結果となりました。 

 
 

ローブリーは次のように述べています。「いくつかの注目すべき例外はありますが、日本企業のリーダー

たちはパンデミックの最中、そこに傍観者として存在していました。しかし、私たちのデータは、従業員とそ

のビジネスのエコシステムをウイルスや経済的影響から守るために、彼らが率先して行動することを望んで

いることを示しています。多くの人々がビジネスリーダーに『ジャパン・ファースト』のアプローチを期待して

いるのではなく、自国の利益よりも世界全体の利益に焦点をあててほしいと願っていることに、私は大変

勇気づけられました。」  
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本調査結果では、日本企業は人々の期待に応えておらず、「利益よりも人を優先する」、「従業員の経済状

況を保護し、雇用を確保する」、「中小のサプライヤーや事業顧客が、事業を継続できるように援助する」の項

目において、企業が非常によく、もしくはよく責任を果たしていると思っている日本人回答者は、平均して6人

に1人にも満たないことも明らかになりました。 

 

◆トラディショナルメディアに対する信頼度が上昇 

 

パンデミックの最中、人々はより信頼できる、正確な情報を求めています。日本人のトラディショナルメディ

アに対する信頼度は6ポイント上昇し（47%）、2018年以来初めて検索エンジンに対する信頼度を上回りまし

た（44%）。 

 

トラディショナルメディアに対する信頼度が高まった一方で、パンデミックの全体像や、それが経済や人々

の生活に与えうる影響について、一般人が理解できるように報道を行うことにおいて、メディアが非常によく、

もしくはよく責任を果たしていると思っている日本人回答者はわずか18%で、11カ国平均の46%を大きく下回

りました。また、パンデミックに関する報道に影響を与えうる政治的・イデオロギー的な偏向を許さないという点

においては12%で、こちらも11カ国平均の40%を下回りました。 

 
 

「2020 エデルマン・トラストバロメーター 中間レポート（５月版）：信頼と COVID-19パンデミック」について 

本調査は、信頼度調査「2020 エデルマン・トラストバロメーター」のアップデート版です。調査会社 Edelman 

Intelligence が、2020年4月15日から4月23日にかけて、カナダ、中国、フランス、ドイツ、インド、日本、メキシ

コ、サウジアラビア、韓国、イギリス、アメリカの11カ国において、各国100人の知識層を含む、各国1,200人の

合計約13,200人を対象に実施しました。知識層とは、25歳から64歳で、学歴が大卒以上、世帯収入が各国の

同世代と比較して上位25%以内、少なくとも週に数回はビジネスや公共政策に関するニュースを見たり読んだ

りしているか、そうした情報に関心を持っている層を指します。 

詳細は、https://www.edelman.com/research/trust-2020-spring-updateをご覧ください。  
 

エデルマンについて 

エデルマンは、企業や組織のブランドとレピュテーションを Evolve, Promote, Protect （進化、促進、保護）する

ためのコミュニケーションサービスをグローバルに展開しています。世界60都市を超える拠点に所属する約

6,000人の社員が、お客様がステークホルダーから信頼を獲得し、確信をもって行動できるよう、コミュニケーシ

ョン戦略を提供しています。カンヌライオンズ国際クリエイティビティ・フェスティバルにおける PR 部門のグラン

プリ受賞をはじめとし、Advertising Age誌の2019年A-List、Holmes Reportの2018年Global Digital Agency 

of the Yearに選ばれ、Glassdoorの Best Places to Workにもこれまで5度選出されています。1952年の創

業以来、変わることなく非上場のファミリー企業であり続けるとともに、専門性の高いサービスを提供するために、

リサーチに特化したエデルマン・インテリジェンスや、エンターテイメント、スポーツ、ライフスタイル分野に特化し

たユナイテッド・エンターテイメント・グループを保有しています。 

詳細は www.edelman.jp をご覧ください。 

 

 

お問い合わせ先：エデルマン・ジャパン株式会社 

大野 Tel: 03-4360-9000 / Email: TrustBarometerJapan@edelman.com 
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